
Officeof thePrimeMinister,Govern-

mentofThailand･'Thailand,OHicial
Yearbook,1964.GovernmentHousePrint-

ingOffice,Bangkok,1965.702p.

タイにはこれまで,いくつかの商業出版物としての

年鑑はあったが,このたび,はじめて政府出版物とし

ての年鑑が,PhyaSrivisar大佐を委員長とする総理

府編集委員会によって編集され,政府印刷局より刊行

された｡

これは,とくに政府活動を中心としての,タイ国最

近の状態の公式報告ともいうべきも の で あ る｡大判

800ページ近い大部なもので,写真も豊富に挿入され,

統計類も多い｡その内容としては,つきの諸項目から

なる｡

1) タイの自然と歴史

2) タイの政治と行政

3) 外交

4) 国防

5) 社会厚生

6) 医療保険

7) 司法

8) 産業と経済開発

9) 貿易と金融財政

10) マス ･メデ ィア

ll) 教育

12) 宗教

13) 芸術と文化

14) スポーツ

15) 観光

各項目は,それぞれ主管官庁によって担当執筆され

ているようである｡したがって,それだけに統一性が

乏しく,精粗まちまちである｡また,一般のタイ入門

書にみられるような主観的記述がなく,もっぱら政府

報告としての無味乾燥なものである｡ (かならずLも

客観的叙述とはいえないところがある｡というのは,

政府にとって不利なことは省かれ 逆にともすれば政

策の効果が人きく描きだされるきらいがあるからであ

る｡)

また,本省は年鑑とはいうものの,序文でことわっ

ているように,毎年出版されるも の で な い｡ここ当

分,大きな変化のないかきり,出版されないとのこと

である｡

この意味で,本書は政府の年次報告でもない｡政府

版の ｢タイ国入門｣といったらいちばん適切なのでは

ないかと思う｡その政府版という限界内で,叙述は比

較的客観的であり,正確である｡タイについてなんら

かの研究をしようとする場合,ます一応読まれる必要

がある｡たとえばタイの教育を研究しようとするとき

には,本年鑑の教育の項目に目をとおすことが,最も

てっとりばやい｡こういった意味で,タイ研究に不可

欠なものである｡

しかも,これだけ大部なものが,わずか40バ ー ツ

(Use2)で市販されている｡政府刊行物なればこ

そである｡

わたくLは,これだけまとまった英文の出版物を刊

行するにいたったタイ国政府の調査行政能力にたいし

て,いまさらながら,心から敬意を表したい｡

(本間 武)

Frank C.Darling:Thailand and the
United Slates. Public Affairs Press,

Washington,D.C.,1965.243p.

本書にシカゴ大学 HansI.Morgenthau教授が

序文をよせ, ｢学者による歴史の編集は政治家や大衆

に現実の問題の根源を教えるものである｣と強調し,

ここにとりあっかわれるアメリカとタイと の関 係 史

は,アメリカのタイにたいするこれからの政策のあり

かたに重要な価値があるという｡

たしかに,本書はこうした意図のもとに書かれたよ

うだ｡著者 FrankC･Darling博士は,ワシントン

の AmericanUniversityで政治学の ph･D.をとっ

たあと,チュラローンコーン大学とタマサー ト大学の

-2(X)-



図 書

講師として3カ年バンコク滞在,ついで中央情報局に

アジア問題の専門家として8年間在勤,1960年以来コ

ロラド大学の政治学助教授をつとめている｡

この著者の履歴は本書がきわめて現実的 ･政策的で

あることを示すであろう｡つまり,本書はアメリカと

タイの関係史とはいうものの,19世紀はじめから第 2

次世界大戦にいたる歴史にはたった 1章 ｢初期のアメ

リカ ･タイ関係｣がさかれているだけである｡

本書は主として,アメリカとタイとの関係がきわめ

て密接 となった第 2次世界戦争終結後からサ リット政

権下にいたるまでの20年たらすの期間を対象とする｡

そして,この期問において,アメリカがタイにいかな

る政策をうちだし,援助をおこなったか,それがタイ

にいかなる影響をあたえ,またタイがいかにこれに対

応したかという問題をとりあつかう｡

この間の経過を,豊富な文献,タイ ･アメリカの双

方の関係者とのインタビュー,さらに著者自身のバン

コクならびにワシントンの ICA 在勤の経験にもと

づいて,詳細に述べている｡まことに,戟後の米 ･タ

イ関係史として出色のものだと思う｡

しかし,その結論は,きわめて常識的だ｡いわく,

｢アメリカはタイの国家保障をつよめた｡アメリカの

技術援助はタイの経済発展の刺激となった｡アメリカ

の教育計画はタイの知識水準を高めることができた｡

しかし,軍事援助に重点をおいた結果,軍部がこの国

の支配的な政治グループとなった｡アメリカはかなら

ずLも1951年以来の軍部独裁の条件を創出したのでは

ない｡これには,その他のタイの歴史的条件が作用し

ている｡しかし,アメリカのタイをして東南アジアの

反共基地たらしめようとする政策のため,軍部は政治

的 ･経済的問題により関与する結果となった｡アメリ

カの軍事援助と狭量な戦闘的反コミュニズムとが結び

ついて, (民主主義社会になければならない)政府反

対活動を阻止しているのだ｣と (P.214)0

わたくLは,こういった見解の書物が軍部独裁のバ

ンコクで公然と販売されているのをおもしろ い と思

う｡また,わたくLは,日本 ･タイの戦後の関係史.

とくに日本がタイにいかなる影響を与えたかを主題と

する研究がなされてほしいと,本書を読みながらつく

づく痛感したしだいである｡ (本桐 武)

Eunice S.Matthew :'Ilhellandand

紹 介

Peopleof Thailand,J.B.Lippincott

Company,Philadelphia and New York,

1964.160p.

世界的な観光ブームのため,アメリカや イギ リス

で,いくつかの外国事情紹介の国別シリーズが出版さ

れている｡ここに紹介する Matthew女史 の ｢タイ

の土地と人間｣は, もう42冊を数えている Portraits

oftheNationsSeriesの 1冊である｡

もともと,わたくLは外国事情の案内書を読むのが

好きだ｡しかし,こうした新刊を紹介するのは,それ

以上に,なんらかのテーマで外国を研究しようとする

場合,その国の一般的知識をもっておくことが必要で

あるからである｡ (たとえば,その専攻とするところ

が自然科学であっても, ｢タイは回教国ですね｣とい

った調子でタイへこられては,その研究がうまくゆく

とは思われない｡なぜなら,自然科学研究 の場 合 で

ち,タイ人となんらかの形での協力が必要とされるか

らである｡)

著者 Matthew女史はコーわ レ大学で ph.D.をと

り,アメリカの対外援助 (PointIVprogram)が発

足したときこれに参加,タイ国の教育省に5カ年問協

力した｡彼女は,この貢献のため,アメリカ国務省国

際援助局より CitationofMeritoriousServiceを

授与された｡現在ニューヨークのブルックリン･カレ

ノジ教育学部教授であり,国際比較教育を専攻 してい
-■
･1.1｢

本書は彼女のタイ在勤の経験にもとづいたものであ

り,とりわけ彼女は農村における教育に努力しただけ

に,農村事情について,外国人としては珍しくくわし

い｡

り,バンコクとタイの農村を説明する｡しかし,本書

のなかはがさかれ,またそれがこの本の特 徴 で あ る

のは,これにつづくタイの歴史についてである｡匡Ⅰ王

の物語,アユタヤにおける国王と外国人冒険者,アユ

タヤの陥 落,シャムの再出発,キングモンク～とアン

ナ,チュラロ-ンコ-ンと近代,シャムからタイラン

ドへと,この歴史に7章があてられている｡ (バンコ

ク王刷の200年 たらずの歴史を一応知って お くこ と

は,タイの近代化を理解するうえに,とくに重要であ

る｡)このあと,タイ人の性格, 宗教, 芸術などを述
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べる｡そして最後に,きわめて楽観的なタイの将来を

簡単に言及する｡

本書は,彼女の1()年前の経験であるだけに,もうか

なり時代おくれな叙述が,ところどころ見られる｡た

とえは, ｢バンコクでは小型 ヨーロッパ製のタクシー

がはんらんする｣とあるが,今日,タクシーのほとん

どは日本製だ｡これは著者の責任というよりも,それ

ほどタイは急激に変化発展しているという こ とで あ

る｡この変化発展について,著者があまり強調していな

いのは,タイの概説書として大きな欠点だと思われる｡

しかし,とくに歴史に重点をおいたタイの入門書と

して本書は特色をもっている｡加えて文章がきれいだ

し,写真も印刷もみごとで,読んでいてなかなかたの

しい｡タイへはじめてこられる研究者に,その専門の

いかんを問わず,目をとおしていただきた い本 で あ

る｡ (本間 武)

KhanaRatthamontri:PramuanSunthg-lヽ
raphotkhgngChgmphonSaritThanarat

2Vols.Rongphim SamnakNayokratthamo･

ntri,Bangkok,B.E.2507(1964).1318p･

1963年12月 8日,プラモンクットクラオ陸軍病院に

おいて不帰の客となったタイ国前首相サ リット･タナ

ラット元帥の遺体は,翌64年 3月17日,バンコクのテ

ープシリン寺院附属斎場において茶度にふされた｡本

書はその火葬に際し国王より初火を賜った記念に参会

者に配布された ｢領布本｣の一部をなす ｢サ リット元

師演説集｣であるo編集は内閣の手になり,第 1巻に

は仏歴2502-2504年 (1959-1961),第2巻には仏歴

2405-2406年 (1962-1963)がそれぞれあてられてい

る｡表題には ｢演説集 (PramuanSunth9raphot)｣

とあるが,収録された内容は F表のとおり多岐にわた

るもので,さながら ｢サリソト首相公式発言集｣の観

を圭している｡

(1) 挨拶 (Kham Prasai)

(2) 式辞 (Kham Klao)

(3) 議会演説,声明文など

(Khan Thalaeng)

(4) 演説 (Sunth9raphot)
(5) メッセージ (Sam)

(6) 訓話 (Owat)

104篇

93

7

5
0

7

1

7

4

第 3.巻 第 3FE]j･

上奏文

(Kham Krapthawaibang-

khomthun) 12

その他 i lO

合 計

各篇の配列は内容とは無関係に年代順に行なわれて

いるが,各巻冒頭には内容と日付を明示した目次がふ

されており検索に便利である｡全篇中 ｢挨拶｣に分期

されるものが量質ともに重要であるが,これには新年

の挨拶,クーデタ記念日挨拶という全国民を対象とし

た施政方針演説のようなものから,視察に赴いた東北

タイの-寒村で,村民をまえに行なった挨拶まで含ま

れる｡議会演説の大半は予算演説であるが,声明文は

サ リット政権が直面したいくつかの重要事件に対する

政府の公式見解であって高度に政治的内容 を もつ｡

｢生活費値上り｣,｢仏教教団誹誘ビラ事件｣｢ラオス ･

クーデタ｣, ｢東北タイ分離運動首謀者処刑｣, ｢ラス

ク･タナット声明 ｣などがその内容をなす｡

ピブン,プリデ ィら人艮党出身の理想主義的政治宏

たちが目指してきた民主主義への歩みを,西欧文明へ

の盲目的追従として退け,デモクラシーへのリップサ

ービスを一切拒否し,時代錯誤との非難を も甘 受 し

てひたすら独裁体制の確立につとめ,強権を背景に数

数の野心的政策を推進してきたサ リット政権の評価は

かれの死後3年を経た今日,なおも定まって は い な

いoLかしその功罪はともあれ,30年の歴史の流れを

真向から否定し,個人専制の色彩の極めて濃厚な特異

の政治体制を作り上げたという点において,サリット

政権の5年間はタイ国憲政史上画期的意義をもつもの

と思われる｡この意味においてサリット政権研究の根

本資料ともいうべきかれの公式発言集が権威ある機関

によって編纂上枠されたことはまことに喜ばしい｡本

劃 こおさめられた演説はいずれも腹心の ghostwriト

ers が起案し, サリットがこれに朱を加えたものと

想像されるが,注意深い読者は,独特な論理の展閲と

頻出する愛用語の中に,強烈なかれの人格の流虜を感

得するに違いない｡同時に配布された姉妹幕 か･awat
>

laephonngankhgngChgmphonSaritThanarat(サ

リット元師の略歴とその業績)とともに一読をおすす

めしたい｡ (石井米雄)
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Wang Gungwu (ed.).･ Malaysia, A
Survey.NewYork･London,FrederickA.

Praeger.1964.466p.

本吉は,マ レ-シア連邦が独立する際に,この新 し

のもとに,マラヤ人I羊を中 心とした2tij＼の学者によっ

て苦かれた論文集である〔

編者の WangGtl｡gWu教指によれば,マ レーシア

という言葉には,19世紀より20世紀初頭まで頻繁に用

いられたが,それは,当町 マ レ-半島よりインドネ

シア諸島束輔のモルツカ諸島までの地域を合む範囲を

示す.言葉であったOしかし,英蘭I■帖IA.Iの植艮地支配行
政が確 ;r.されるにおよび,マ レ-シ了という言葉は,そ

の本来の意 味をほとんど失い,それが再び注 目されは

じめたのは,1961年に,TungktlAbdtllRahmalュ~首

相が,マラヤ連邦,シンガポール,北ボルネオを政治

的に統一するマ レーシア構想を打ちだして か らで あ

る｡この ｢マ レ-シ7｣は,以前,その言葉によって

示された昭囲の一部しか合まないまったく新 しい意L珠

を所有 した言葉であるため,この地域の多 くの政治安

達に,かなりの誤解と混乱をもたらしたのである｡歴

史的に見ても,マラヤ,シンガポ-ル,北ボルネオは,

英国の植民地であったという共通点を除けば,一つの

政治的共同体として存在したことがない｡その上,マ

レ-シア連邦を形造るための歴史的,二丈化的土壌は,

必ずしも充分に肥えてはいない｡ したがって,連邦設

立当初に,内外から懸念された車柄は,この国が,人

秤,言語,宗教などをまったく異にした複数艮族社会

から派/i:.する11JJJll-決困難な諸問題をどのように解決する

だろうかということであった｡特に構成諸艮族の利J害

と開通する政治休Iにut経済発展の力点の置.二%所,個別

的な艮族の利告を越えた固有の艮族主義の育成,国語

の制定,紘一された教育の方法などは,最も懸念され

た問題であるが,本宮は,このような諸問題をtLl然環

境,歴史,社会と文化,経折,政治の 5つのJrJ度から

押解 しようとしている｡

この.正 本苦は,連邦設 立直後に出版されるべ く書

かれているため,シンガポールが連邦より離脱 した今

日,連邦の将 来に対する予想が, ､榊キビのようなもの

であったかを知るうえにも,本書の内容は,興味深い∩

このような論文集に常に見られることで あ る が, 執

紹 介

筆者によって,観点が異なるため,一概にはいえない

が,それでもなお本書には,意外に,連邦の将来に対

する楽観論が支配的である｡ボルネオの民族問題が重

視されている (TomHarrison)にしては,中国人問

題では,その協調件の高い点が強調されたり (Victor

PtlrCell)している,

全体として見れば,本吉は,マ レ-シア連邦が直面

する諸問題を叩.解するためには,好個の入門書である

といえるが,国内の諸地域の具体肘情勢にかんする資

料に乏 しい.またマ レ-シアにかんする英語の書物に

見られる共通点であるが,日本叩政の諸影響が極度に

低 く評 価されている点は,マ レ-シアの現実を一層深

く突込んで研究しようとする者には物足 りない∩

(口羽益｣二)

S.Husin Ali: Social Lbltrallfication
inKamPongBagan,A StudyofClass,
Status,ConflictandMobilityinaRural
Malay Community.(Monographsofthe

MalaysianBranch,RoyalAsiaticSociety,Ⅰ)

MalaysianBranch,RoyalAsiaticSociety,
Singapore,1964.x+170p.

若者は,現在マラヤ入学の講師をつとめるマラヤ育

ちの新進の研究者である｡本書は,著者が1959年1(1月

から60年 1月にかけて,ジ ョホール州の村落において

おこなった社会学約 ･人類学的調査の報告書であり,

マレー人によってなされた数少ない実地調査のひとつ

として,非常に責重なものといえる｡

調査地は, BatuPahatと Muarとを結ぶ幹線道

路の東側に位置し,ゴム栽培を主業とし,これに C()C()-

nutと Arecallutの栽培を加えた 農 業 集 落 で,

KampongBaganとよばれる0156のマ レ-人 世帯と

11の中国人世帯からなっているが, 著者が調査 したの

は,この中149のマレ-人世帯についてであるO

著者は,まずはじめに,KampoTlgBagaTlの人人

の収入源を分析して,地主階級,中流階級 (教師 ･官

記など),農夫階級 (自作と小作に細分される),労働

者階級,失業者階級の存在を指摘 し,この 村 の成 員

が,経済的実力においてかなり異質的であることを示

す〔ついで,人格,教養,宗教 卜の地位,政治 Lの地

悼,職業,貧富などを判定基準として,村内において
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高い社会的地位を占める者がどのようなものであるか

を明らかにし,個人的な資質の重要性を認めつつも,

いわゆる重要な地位を占めるものが,経済的に裕福な

階級と結びついていることを示す｡そして,互いに異

なった階級に席するものが,社会生活の場でどのよう

に分離されているかを観察する｡

さらに著者は,このような構造をもつコミュニティ

で,政治的 ･経済的なあつれきがどのように表われて

いるか,またどのように表面化せずにおさえられてい

るかを,選挙,地主小作関係,生産物売買をめぐる商

店と農家との関係などをめぐって述べる｡

最後に,社会的 ･経済的地位の移動にふれて,個人

的な能力を評価しつつも,村内においては,ある程度

以上の土地をもった者が,その余力に応じてさらに所

有地を拡大し,小規模の土地所有者がイスラム法によ

る遺産相続による土地の細分化などを通じて転落の過

程をたどること,また村外への移住者は,教育をうけ

たものを除けば,さらに低い地位へむかっての移動で

あることなどを明らかにする｡

以上のような概要をもっこの報告書は, 1)中国人

の位置 ･役割が完全に無視されていること, 2)階級

･地位を分析する場合に親族関係にほとんど留意して

いないこと, 3)Kampong Bagan とよばれるも

のが,実際にはある程度独立した2つの集落からなり,

コミュニティとしての統一性をやや欠いていること,

4)調査者自身がマレー人であるため,マラヤの事情に

通じていないものには理解が困難な場合があること,

などのために生ずる問題点もあり,また,調査自体も

精密とはいい難い個所もあるが,マラヤのゴム栽培地

域を理解するために,きわめて興味深い記述を豊富に

もっている｡ (坪内良博)

HerbertC.Pumell:A ColorfulCollo-
quial,AnIntroduction lotheStudyof
Spoken Northeyn Thaibased α相 the
Work of E.R.Ho♪e, revised and
enlargedbyHerbertC.Purnell.Overseas

MissionaryFellowship,Chiengmai,1962.
vii+loop.

先に ThaiReferenceGrammarの項で述べたよ

うにタイ語にかんして新しい言語学的方法論をもって

書かれた本は非常にすくないのであるが,それも標準

第3巻 第 3号

タイ語以外の方言にかんするものとなると,さらにと

ほしいのである｡本書はタイ国の北部方言の会話入門

書とでもいうべきもので, チェンライ (Chiangrai)

県のメーチャン(Maeĉhan)地区の方言をあつかって

いるOこの書物の基礎をなすのは現代の記述言語学の

方法であるが,その目的とするところは,言語の記述

ということよりも,必要に応じてこの方言を使いこな

すという実用的な点にある｡従来のはっきりとした基

礎のないあいまいなものではなく,はじめに述べられ

ているルールさえはっきり理解すれば,非常に便利な

使いやすいものである｡

一見したところ Haasの SpokenThaiに非常に

よく似ており,表記法もHaasのものに必要に応じて

補足を加えたものである｡まず最初の Ⅰntroduction

の項で,この方言の音素体系と本書で用いられる表記

法とについて簡単にしかし要領よく説明を加 えて い

る｡私自身このメーチャン地区でフィールド･ワーク

を行なったのでこの方言には興味を持っているのであ

るが,著者の解釈は正しいと思われる｡ただ,この方言

の声調の数を著者のいうように7つとするか, あるい

は6つと考えるか,解釈のし方によってちがいが出て

くるのではないかと思う｡本文は,全体を 12の Units

に分け,それぞれの Unitに UsefulWordsand

Phrases,HintsonPronounciation,WordStudy

といった Sectionsが設けられている｡この点でも非

常に SpokenThaiに似ており,まあいわば Spoken

Thaiの方言版だと思えばまちがいないだろう｡ただ

意味にかんする説明にややあいまいな点があるのはお

しいO例えば, いずれ も <疑問> を表わす/kうつ/,

/kaa/,/b55/,/loo/･などについては, 相互の意味

的ならがい,あるいは用法のちがいを,もう少しはっ

きりさせて欲しいのである｡しかし,ともかく本書で

あっかわれている程度の会話を身につければ,碗地に

行ってもさし当って不便を感ずることはないと思う｡

こまかい点ではいろいろ考えねばならない点はある

にしても,例えばフィールド･ワークなどのためにこの

方言が必要となった際などには,非常に役に立つ便利

な本である｡初めて習う者にとっても,わかりやすく

できている｡ただ,ことわっておかなければならない

のは,ここであっかわれている方言は,チェンライ県の

北部に位地する地区のそれであって,同じ北タイでも

チェンマイやランバン(Lampang)など他の地域の言
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葉とは多少なりともらがっているということである｡

(桂 満希郎)

HerbertC.Purnell:AShortNorthern

rrhai-English Dictionary(TatYuan).
Overseas Missionary Fellowship,Chieng-

mai.1963.vi+125p.

本書は先に述べた ColorfulColloqtlialと対を成す

もので,タイ語北部方言の小郡辞書である｡あっかわ
∨

れている方言は,やはりメーチャン (Mae°han)也

区のそれである｡語嚢の数は,ざっと計算して,19()∩

余りであるO著者が1962年から1963年にかけて現地で

集めたもので,単語の数そのものは余り多くないにも

かかわらず,熟語の矧がかなり多く取り入れられてい

るのは便利である｡人体に,このような方言を習得す

る場合,本当に困難なのは音素,声調, 語嚢などのち

がいよりも,むしろいろいろなイディオマティックな

表現を身につけることだと思う｡そういった意味で,

巻末につけられた Restrictedlntensifiersの項は非

常に有益である｡

バンコクのタイ語は全国の小学校で教え られ て お

り,かなりすみすみまで行きわたっているとはいえ,

街から離れた村落や山地民の村などで仕事をする場合

には,やはりその土地のソJ'-言でなければ仕事･を進める

ことができない｡こういった点を考えると,本書と先

に述べた ColorfulColloquialを並用すれば,非常に

効率よくこのJT言を習得することができるであろう｡

本文の前に,この方言の音素体系と表記法とを,チ

ェンマイ方~.?I(-1t)は び酢隼タイ語と対比しながら説明し

ている｡標準タイ語には5つ,チェンマイ方言には6

つ,チェンライ方言には7つの声調を設定する｡しか

し,著者のいう HighLongFall,HighShortFall

(音節末闇 こ閉鎖音を有する),HighShortFall(音

節末尾に閉鎖音以外の予音を有する)は,相補的分布

を成すから,これらをひとつにまとめて,全体として

は,6つの声調を有すると附した方がより簡単に説明

できるのではないかと,1LIlうO

語費の数もまだ充分ではなく,意 味にかんする説明

にもややあいまいな点や取りちがえているのではない

かと思われる点もあるけれども,とにかくこの方言を

習う際には,本音を手掛りとするのが一番よいであろ

うo (桂 満希郎)

紹 介

H･L･Shorto:ADictionaryofModern
Spoken Mom.0Ⅹford Univ.Press,Lon-

don,1962.xvi+280p.

われわれがその実態を十分に知ることができないよ

うな小言語についての辞書とか文法書などは,それが

利用しうるものがないという消極的な意味ではやはり

それなりの価値をもっているものである｡モン語につ

いては R･Halliday:A Mom-EnglishDictionary.

Bangkok, 1922. がその例であった｡しかしその不

完全さは別としても,この辞書は文語のそれ で あ っ

て,これによって現代モン語口語を知ることはできな

いのである｡というのは,モン語では単に口語と文語

の闇に著しい隔たりがあるばかりでなく,文語の綴字

と口語の音素形式を対応づける一定の規則すらないか

らである｡ここにあげる Shorto氏の辞書はますこの

点をはっきりさせて,本文をもっぱら口語の辞書とし,

付録として個偶の単語の綴字と音素形式との対応表を

掲げている｡このようにモン語の口語と文語とをはっ

きり区別したのは Shorto氏が最初だと思う｡

口語の辞書,とくに小言語の場合のように実用的な

目的よりもむしろ言語学の専門的な目的をもった辞書

においては,何よりもまず表記法の正確さが大切であ

る｡むろん完全な音素表記にこだわる必要はないわけ

だが,少なくともその言語の音素体系をよく反映する

ものでなくてはならない｡本書は IPA の記号を使っ

て,著者もことわっているように必ずしも音]′ミ表 記

ではないけれどもむしろそれよりも詳しい程度の音声

表記がしてあるから,この点,安心して使える辞書で

ある｡著者はロンドン大学 SOASの Lecturerであ

るが,ロンドン学派の音声学的技術の強さにあらたが)

て感心させられるO

さて,本吉は,まず1949-50にロンドンで調査した

ものを1950-1,1956-7の2回にわたるビルマでの現地

調査で補充 ･再検討した結果にもとすいていて,標準
的なビルマ ･モン語であるサルウィン東岸の方言を対

象としている｡見出し語の数は約5,000で決して多く

はないけれども,その内室は実に豊富で,品詞別 ･意

味の説明 ･例 文 ･熟語とその例文 ･派LLJ.語や同義語な

ど関連語嚢 ･綴字 ･派生語や借用語についてその由来

等等がいちいち掲げられている｡相当長期間にわたる
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調査研究の蓄積があるとはいえ,これだけのものを作

った Shorto氏の語学力と綿密さにはこれまた驚嘆す

るのである｡

もちろん細かい点では疑問と感ずるところがないわ

けではない｡たとえば派生関係の説明にしても,pal〇t

(文語kamlat)≪thief≫を 1abialformofkl〇t(又

語klat) ≪tosteal≫とするように文語の綬字にかか

わらず口語形式どうしの関係として説明しているのだ

が,何か共時態と適時態がごっちゃになっているよう

な気がする｡著者は本書を,その冒頭で,現代ビルマ

･モン語の ｢記述｣の一部とよんでいるけれども,上

のような点も含めて全体に,たとえば,Haas:Thai

English Student'SDictimary (1964) に見るよう

な記述言語学的なまとまりはない｡

ともあれ,これが本書の著者をはじめロンドンの学

者たちの東南アジア語研究の水準を示すもの とす れ

ば,続刊を予定されているらしいモン語の文法書もさ

ることながら,パ ラウン語 ･り語などすでに現地調査

した諸言語についてのくわしい報告をも是非とも期待

したいものである｡ (三谷恭之)

TatuoKira& TadaoUmesao (eds.):

NatureandLifeinSoutheastAsiaIV.
Fauna& FloraResearch Society,Kyoto,
1965.Vii+402P.

大阪市立大を中心とする東南アジア,主としてタイ

･マレーの調査報告の第 4巻である｡前回に引きつづ

き,自然科学と人文科学の両面における多彩な研究結

果が発表されていて,日本の学界の東南ア ジア研 究

ち,いよいよ軌道にのってきたという感じが深い,標

題を迫ってゆくと,

日本 ･タイ協同生物調査隊 (196ト2)の行動

岩田慶治,

タイ国における森林の3つの主要型の研究

(I) 森林の構造及び構成植物

小川帝人,依田恭二,吉良竜夫,荻野和彦,四手

紹 介

井綱英, ドンケオ ･ラタナウォン,チャーン･ア

ノ スヾ ッ ト

(Ⅱ) 植物の量的関係

小川房人,依田恭二,荻野和彦,吉良竃夫,

北部タイの少数民族社会の栽培植物

松岡通夫,吉良竃夫

東南アジア採収の有蓋陸産貝類

渡部思電

タイのマンジュウダニ (I)

青木淳一

東南アジアの原尾目

今立源太良

中部タイにおける土壌内小形節足動物の季節変化

荻野和彦, パイラー ト･サイチュ7, 今 市原太

良,

南ベ トナムの蝶

井上貞信,川副直人

東南アジアの北部地方における礼拝典俵

岩田慶治

報文の内容は,それぞれの分野において尊門的の立

場から批判され,検討されるであろうが,全体を通じ

ての感想は,この第 4巻が今までの宰腔‡のうちで最も

充実 しており,市大の調査報告の中核であるかのよう

に思われる｡その報文も第 1巻においては個々の散発

的のものが多かった観があるが,おいおいにそれが集

約的のものとなり,そのひとつひとつが,その分野に

おける重要又献になりつつあることが認められる｡

種種国難な事情のつきまとうこのような海外の学術

調査の実情は充分に察しられるけれども,せっかくこ

こまで生長 してきた研究グループの活動であるから,

それをさらに発展させて,日本における東南アジア研

究のひとつのパターンを確立されることを望むこと切

なるものがある｡調査の中核となった大阪 市 大 関係

者,ならびに編集者の努力に深甚の敬意を表するしだ

いである｡ (吉井良三)
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